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論文の内容の要旨
　遺伝的変異が集団中に維持される機構の解明は，進化生物学における主要なテーマの1つである。殺虫剤の散
布は集団中に存在する抵抗性の遺伝子型に対する選択圧となるので，殺虫剤抵抗性の発達は進化の過程として取
扱うことができる。本研究は，殺虫剤抵抗性および感受性の遺伝的変異が集団中に維持される機構の遺伝的基礎
について明らかにすることを目的とした。キイロショウジョウバエ自然集団を用いて，殺虫剤抵抗性の発達を遺
伝学的に解析することにより，以下の結果を得た。
（！）採集を行ったすべての自然集団中に，低抗性から感受性までの幅の広い連続的な変異が観察された。かつそ
　れぞれの有機リン剤に対する抵抗性の変異の間に高度に有意な正の相関が存在した。
（2）得られた低抗性および感受性系統を用いた交配実験により，勝沼集団申に複数の有機リン剤低抗性遺伝子の
　存在が示唆された。このことは，抵抗性および感受性系統から作製した染色体置換系統を用いた，3種類の有
　機リン剤に対する抵抗性の染色体分析においても示唆された。
（3）可視突然変異系統を用いて，3種類の有機リン剤それぞれに対する抵抗性遺伝子をマッピングしたところ，
　n－62および皿一50にマップされた。
（4）勝沼自然集団においては，有機リン剤に対する低抗性レベルが，個体数が急激に増大する秋に低下する傾向
　が2年間にわたり観察された。
（5）勝沼自然集団から1雌由来系統を作製し，系統ごとに3種類の有機リン剤に対する抵抗性および適応度形質
　の1つである産仔生産力を測定したところ，それぞれの有機リン剤．に対する抵枕性と産仔生産力との聞に，負
　の相関が存在した。
（6）勝沼自然集団に由来する抵抗性および感受性系統から作製した染色体置換系統を用いて，3種類の有機リン
　剤に対する抵抗性および産仔生産力について染色体分析を行ったところ，抵抗性系統の第き染色体から，3種
　類の有機リン剤に対する正の効果および産仔生産力に対する負の効果が検出された。
　以上の結果から，キイロショウジョウバエ自然集団申における殺虫剤抵刺生の遺伝的変異は，抵抗性の発達に
伴う交差抵抗性（正の相関反応）および感受性の回復（負の相関反応）により，集団申に維持されていると結論
できた。
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審査の結果の要旨
　殺虫剤抵抗性の発達を遺伝学的に解析することにより，自然集団中における殺虫剤抵抗性の遺伝的変異の実態
を明らかにし，長年にわたる論争に終止符を打つことができた。また，交差抵抗性の遺伝的基礎について新たに
実験的解析を行い，今日の一般的な交差低抗性の概念に一石を投じた。さらに，感受性の回復を遺伝学的に解析
することにより，抵抗性遺伝子が個体の適応度に負の効果を及ぼしているという仮説に，強い証拠を与えた。こ
れらの解析により，殺虫剤抵抗性間の正の相関および殺虫剤抵抗性と適応度間の負の相関が，自然集団中におけ
る殺虫剤抵抗性と感受性の遺伝的変異の維持および変動に重要な役割を果たしていると結論された。
　本論文の成果により，殺虫剤抵抗性の進化遺伝学的および農学的研究のさらなる発展が期待される。本論文は，
自然集団における殺虫剤抵抗性の遺伝的変異を，今日の抵抗性研究の流れとは異なる，集団遺伝学的な視点から
詳細に解析した点で高く評価することができる。
　よって，著者は博士（生物科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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